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結
び
に
か
え
て

一　

は
じ
め
に

一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
新
大
陸
な
ど
を
侵
略
し
植
民
地
を
獲
得
し
、

そ
れ
ら
の
地
域
か
ら
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
か
、
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
茶
、
砂
糖
な
ど
の

新
奇
な
商
品
や
物
産
を
大
量
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貿
易
構
造
が
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
の
よ

う
な
変
化
は
植
民
地
貿
易
で
も
っ
と
も
成
功
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
、

と
り
わ
け
際
立
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は

一
六
六
〇
年
の
王
政
復
古
か
ら
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に
至
る
ま
で

の
約
一
世
紀
余
り
の
期
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
貿
易
は
量
的
・
質
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二

へ
、
と
言
う
、
い
わ
ゆ
る
「
三
角
貿
易
ル
ー
ト
」
が
次
第
に
重
要

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
三
角
貿
易
の
成
功
は
、

貿
易
に
従
事
す
る
商
人
の
地
位
向
上
に
結
び
つ
い
た
。
王
政
復
古

前
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
最
も
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
の
は
地
主
で

あ
っ
た
が
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
は
都
市
の
貿
易
商
人
の
存
在
感

も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
貿
易
の
飛
躍
的
増
加
に
よ
る
商

業
の
発
展
は
劇
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
デ
ィ
ビ
ス
に
よ
っ
て
「
商

業
革
命
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
商
業
革
命
に
よ
っ
て

イ
ギ
リ
ス
に
莫
大
な
富
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
市
民
層
や
下
層

民
衆
か
ら
成
る
国
民
大
衆
の
所
得
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

商
業
革
命
を
背
景
に
起
っ
た
経
済
変
化
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会

生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
「
生
活
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
現

象
を
生
み
だ
し
た
（
3
）
。
と
同
時
に
商
業
革
命
か
ら
生
じ
た
生
活
革
命

の
時
代
は
、
ボ
ー
ゼ
イ
の
言
う
「
都
市
ル
ネ
サ
ン
ス
（
4
）」

の
時
代
で

も
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
を
始
め
と
し
地
方
都
市
に
お
い
て
も
都
市
的

な
生
活
文
化
と
言
わ
れ
る
も
の
が
誕
生
し
た
（
5
）
。
こ
の
よ
う
に
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
商
業
革
命
に
よ
る
富
の
蓄
積
と
国
民
大
衆
の
所

得
増
加
、
さ
ら
に
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
る
植
民
地
の
商
品
、
物
産

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
々
の
消
費
を
多
様
化
さ
せ
生
活
革
命
と
呼
ば

的
に
激
変
し
、
輸
出
入
額
の
飛
躍
的
増
大
が
見
ら
れ
、
輸
出
入
品

目
に
も
大
き
な
変
化
が
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

敷
衍
す
れ
ば
貿
易
量
は
、
一
七
世
紀
半
ば
か
ら
一
八
世
紀
半
ば

ま
で
の
一
世
紀
の
間
に
四
倍
に
、
一
八
世
紀
初
頭
か
ら
半
ば
ま
で

で
も
約
二
倍
に
急
増
し
た
。
貿
易
相
手
国
も
転
換
し
従
来
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
を
主
な
取
引
相
手
と
す
る
貿
易
構
造
が
、
新
大
陸
や

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
構
造
に
転
換
し
、
そ
れ
に

伴
っ
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
出
品
目
も
、
毛
織
物
に
代
っ
て
綿
、

絹
、
麻
な
ど
の
再
輸
出
品
を
含
む
新
奇
な
商
品
、
物
産
に
様
変
わ

り
を
し
た
の
で
あ
る
（
1
）
。
こ
う
し
た
劇
的
変
化
の
現
象
を
イ
ギ
リ
ス

の
貿
易
史
家
Ｒ
・
デ
ィ
ビ
ス
は
「
一
七
六
〇
年
以
降
の
一
世
紀
間

に
お
け
る
目
覚
し
い
経
済
上
の
諸
変
化
が
、
ほ
と
ん
ど
産
業
革
命

と
の
関
連
で
生
じ
た
よ
う
に
、
一
六
六
〇
年
以
降
の
一
世
紀
余
り

に
起
っ
た
経
済
変
化
は
、
貿
易
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
…
…
そ
れ

ゆ
え
、
王
政
復
古
か
ら
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に
至
る
ま
で
の
期
間

に
商
業
革
命
の
名
前
を
与
え
る
と
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
（
2
）」

と
述
べ
て
い
る
程
で
あ
る
。

劇
的
な
貿
易
構
造
の
変
化
の
中
で
も
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
奴
隷
を

新
大
陸
へ
、
新
大
陸
か
ら
砂
糖
、
タ
バ
コ
な
ど
を
イ
ギ
リ
ス
へ
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
毛
織
物
・
諸
工
業
品
を
新
大
陸
な
い
し
ア
フ
リ
カ

（
一
三
四
）
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マ
サ
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に
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、
事
実
、
商
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も
た

ら
さ
れ
た
「
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品
は
、
戦
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必
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品
で
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H
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マ
サ
イ
ア
ス
『
最
初
の
工
業
国
家
』〔
改
訂
新
版
〕（
小

松
芳
喬
監
訳
）、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
九
九
頁
。）

（
4
） P

. B
orsay, “T

he E
nglish U
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enaisance: the 

developm
ent of provincial urban culture 1680-1760 ”, in 

S
ocial H

istory,  no.5, pp. 581-603.

（
5
） 

Ｄ
・
Ｓ
・
ラ
ン
デ
ス
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
工
業
史
』（
石
坂
昭

雄
・
冨
岡
庄
一
訳
）、
Ⅰ
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
二
六
一

頁
。

（
6
） 

角
山
栄
・
川
北
稔
編
『
路
地
裏
の
大
英
帝
国
│
イ
ギ
リ
ス
都

市
生
活
史
│
』、
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
、
一
一
│
二
頁
。

二　

商
業
革
命
期
の
経
済
的
繁
栄

商
業
革
命
に
よ
っ
て
起
っ
た
経
済
変
化
は
、
新
大
陸
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
と
の
貿
易
で
、
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
、

れ
る
程
に
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
、
こ
れ
が
国
内
市
場
を
飛
躍
的
に

発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
国
民
大
衆
の
生
活
水
準
は

向
上
し
、
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
、
砂
糖
、
絹
な
ど
の
奢
侈
品
、

贅
沢
品
、
装
飾
品
も
大
衆
化
し
、
と
り
わ
け
一
六
八
〇
年
頃
か
ら

は
労
働
者
の
賃
金
上
昇
、
人
口
増
加
と
と
も
に
、
国
内
市
場
は
飛

躍
的
に
拡
大
し
、
い
わ
ゆ
る
「
大
衆
消
費
」「
大
量
消
費
」
の
時

代
と
な
っ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
（
6
）
。

小
論
で
は
、
商
業
革
命
に
焦
点
を
当
て
、
商
業
革
命
の
イ
ン
パ

ク
ト
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
、
加
え
て
経
済
社
会
お
よ

び
国
民
大
衆
の
生
活
が
如
何
に
変
容
し
た
か
、
こ
の
変
容
ぶ
り
に

対
し
て
聖
職
者
を
含
む
支
配
者
層
や
知
識
人
層
が
、
ど
の
よ
う
な

見
解
を
抱
き
、
ど
ん
な
態
度
を
示
し
た
か
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
が

世
界
に
先
駆
け
て
産
業
革
命
を
進
め
る
上
で
、
商
業
革
命
が
如
何

な
る
側
面
で
貢
献
し
た
か
、
こ
う
し
た
点
を
紙
幅
の
許
す
か
ぎ
り

明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

（
1
） 

玉
木
俊
明
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
誕
生
│
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
イ

ギ
リ
ス
へ
│
』、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
五
年
、
四
四
頁
。

長
島
伸
一
『
世
紀
末
ま
で
の
大
英
帝
国
』、
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
七
年
、
二
頁
。

（
一
三
五
）
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四

ヒ
ー
、
香
料
な
ど
の
輸
入
は
、
莫
大
な
数
量
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
し

て
イ
ギ
リ
ス
は
、
こ
れ
ら
大
部
分
の
商
品
の
最
大
の
市
場
で
あ
っ

た
の
だ
。

イ
ギ
リ
ス
国
内
で
は
、
上
述
の
資
本
の
本
源
的
蓄
積
期
の
保
護

政
策
に
よ
り
、
毛
織
物
、
絹
織
物
、
綿
織
物
を
始
め
と
す
る
繊
維

工
業
お
よ
び
金
属
工
業
、
化
学
工
業
、
醸
造
工
業
ほ
か
各
種
の
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
の
著
し
い
進
展
が
見
ら
れ
た
。
新
し
い
製
品
が

開
発
さ
れ
、
国
内
の
各
種
の
奢
侈
産
業
が
発
展
し
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
下
で
、
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
国
民
大
衆
の
奢
侈
品
、

贅
沢
品
の
類
い
へ
の
消
費
増
大
は
、
社
会
の
倫
理
・
道
徳
問
題
に

ま
で
な
り
、
贅
沢
な
生
活
態
度
お
よ
び
奢
侈
と
逸
楽
の
風
潮
を
改

め
さ
せ
、
質
実
剛
健
の
気
風
を
国
民
大
衆
に
拡
め
よ
う
と
し
て

「
風
俗
改
革
協
会
」
が
、
一
六
九
〇
年
よ
り
一
七
六
〇
年
頃
ま
で

に
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
5
）
。

国
内
産
奢
侈
品
の
消
費
は
、
外
国
産
奢
侈
品
の
消
費
と
と
も
に
、

衣
・
食
・
住
に
わ
た
り
国
民
大
衆
の
生
活
享
楽
品
を
増
大
し
、
生

活
水
準
を
向
上
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば

ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
は
著
作
『
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
構
図
』
に
お

い
て
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
国
民
大
衆
の
生
活
様
式
を
観
察
し
て
次

の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

綿
製
品
、
絹
製
品
と
い
っ
た
新
奇
な
商
品
、
物
産
が
イ
ギ
リ
ス
に

流
れ
込
み
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
生
活
に
変
革
を
も
た
ら
し
、

生
活
革
命
と
呼
ば
れ
る
現
象
を
生
み
だ
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
述

べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
時
こ
う
し
た
社
会
現
象
を
背
景
に
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
社
会
は
、
い
わ
ば
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
、
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
リ
ズ
ム
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
合
体
し
た
展
開
を
見
せ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
奇
な
商
品
、
目
新
し
い
情
報
な
ど
が
、
次
々
と
生

み
だ
さ
れ
て
お
り
、
人
々
は
そ
の
後
を
夢
中
で
追
い
か
け
て
い
る

有
様
で
あ
っ
た
（
1
）
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
生
じ
て
い
た
の
は
、

い
み
じ
く
も
マ
ッ
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
が
「
消
費
革
命
（
2
）」

と
呼
ん
で
い

る
も
の
、
つ
ま
り
需
要
の
増
加
で
あ
り
、
消
費
の
民
主
化
で
あ
り
、

消
費
社
会
の
到
来
で
あ
っ
た
（
3
）
。

経
済
学
史
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
時
期
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は

マ
ル
ク
ス
の
言
う
、
い
わ
ゆ
る
資
本
の
本
源
的
蓄
積
期
で
あ
っ
た
。

広
大
な
植
民
地
建
設
を
す
で
に
ほ
ぼ
終
え
、
新
大
陸
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
と
の
貿
易
を
も
含
め
て
イ
ギ
リ
ス
の
外
国
貿
易
は
著
し

く
進
展
し
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
る
ウ
ィ
ッ
グ
政
権
の
平
和
政
策

も
あ
ず
か
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
豊
か
な
輸
入
奢
侈
品
、
贅
沢
品
、

装
飾
品
を
享
受
し
う
る
段
階
に
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
4
）
。
事

実
、
イ
ギ
リ
ス
の
ぶ
ど
う
酒
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
、
絹
、
茶
、
コ
ー

（
一
三
六
）
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五

で
す
ら
、
温
か
い
場
所
で
休
み
、
豊
か
に
暮
ら
し
、
激
し
く
働
き
、

そ
し
て
欠
乏
を
知
ら
な
い
。
／
こ
れ
ら
の
人
々
こ
そ
消
費
の
大
半

を
な
す
人
で
あ
る
。
…
…
多
数
の
酒
屋
が
暮
ら
し
を
た
て
る
の
も
、

多
く
の
醸
造
業
者
が
財
産
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
巨
額
の
消
費
税
が

徴
収
さ
れ
、
莫
大
な
量
の
挽
き
わ
り
麦
芽
が
消
費
さ
れ
る
の
も
、

こ
れ
ら
大
衆
の
お
か
げ
で
あ
る
。
彼
ら
は
経
済
全
体
の
生
命
で
あ

り
、
す
べ
て
は
彼
ら
の
厖
大
な
数
に
よ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
数

は
何
百
か
何
千
か
、
あ
る
い
は
何
十
万
で
は
な
く
、
何
百
万
で
あ

る
。
実
に
こ
の
大
衆
の
莫
大
な
数
に
よ
っ
て
こ
そ
、
取
引
の
す
べ

て
の
歯
車
が
動
き
は
じ
め
、
陸
と
海
の
製
品
な
ら
び
に
産
物
が
仕

上
げ
ら
れ
、
加
工
の
上
保
存
さ
れ
、
そ
し
て
海
外
の
市
場
に
適
す

る
よ
う
に
造
り
上
げ
ら
れ
る
（
10
）
。」

引
用
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
経
済
の
実
態
に
お
い
て
は
、
労

働
者
の
消
費
は
、
す
で
に
見
過
ご
せ
な
い
程
の
重
要
性
を
国
民
経

済
に
与
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
の
状
況

を
最
も
敏
感
に
示
し
て
い
る
の
は
、
大
都
市
ロ
ン
ド
ン
で
あ
っ
た
。

ホ
ー
ン
が
言
う
よ
う
に
「
当
時
、
ロ
ン
ド
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
の
港
を

凌
ぎ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
最
も
繁
栄
す
る
港
で
あ
っ
た
（
11
）
。」
ま

た
ト
リ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
は
「
こ
の
国
の
東
イ
ン
ド
貿
易
の
す
べ
て
、

「
生
活
様
式
は
鷹
揚
な
上
に
贅
沢
で
虚
栄
的
で
あ
る
と
と
も
に
、

濫
費
と
さ
え
思
わ
れ
る
程
に
出
費
が
多
い
。
国
民
の
気
質
は
、
陽

気
な
上
に
見
栄
っ
ぱ
り
で
、
悪
徳
に
ふ
け
り
、
そ
し
て
不
節
制
に

満
ち
て
い
る
。
そ
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
犯
罪
に
す
ら
な
り
か
ね

な
い
程
で
あ
り
、
そ
の
度
合
は
、
す
べ
て
の
面
で
極
度
に
高
ま
っ

て
き
つ
つ
あ
る
（
6
）
。」

加
え
て
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

「
中
産
の
身
分
の
豊
か
な
暮
ら
し
は
外
国
産
同
様
、
国
内
の
生

産
物
に
対
す
る
巨
大
な
消
費
の
原
因
に
も
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は

世
界
の
い
か
な
る
国
も
こ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
が
な
（
7
）
い
（
8
）
。」「
自
国

の
産
物
と
輸
入
外
国
産
物
の
国
内
消
費
が
非
常
に
大
き
く
、
ま
た

…
…
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
が
こ
れ
程
驚
く
べ
き
大
き
さ
に
ま
で
達
し

て
い
る
の
は
、
人
々
の
中
に
二
つ
の
階
級
つ
ま
り
製
造
業
者
と
商

店
主
が
そ
の
労
働
と
、
仕
事
上
の
勤
勉
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
得

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
信
じ
が
た
い
程
の
彼
ら
の
人
口
に

基
づ
く
の
で
あ
る
（
9
）
。」

さ
ら
に
続
け
て
労
働
者
の
生
活
様
式
、
暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
貧
し
い
人
々
、
日
雇
い
職
人
、
労
働
し
苦
役
に
服
す
る
人
々

（
一
三
七
）
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め
る
の
で
あ
る
。
…
…
織
り
屋
、
靴
屋
、
仕
立
屋
、
床
屋
、
並
び

に
あ
ら
ゆ
る
卑
し
い
働
き
手
は
、
ほ
ん
の
僅
か
で
や
っ
て
い
け
る

の
に
、
厚
か
ま
し
く
も
最
初
に
得
た
お
金
で
資
産
の
あ
る
商
人
の

よ
う
な
衣
服
を
ま
と
う
。
…
…
薬
種
屋
、
呉
服
屋
お
よ
び
そ
の
他

信
用
の
あ
る
店
主
た
ち
は
、
彼
ら
と
貿
易
商
の
間
の
相
違
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
貿
易
商
の
よ
う
な
衣
服
を
身
に
つ

け
、
彼
ら
と
同
じ
よ
う
な
暮
ら
し
を
す
る
（
17
）
。」

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
如
何
に

衣
服
の
流
行
や
モ
ー
ド
を
追
い
求
め
る
風
潮
に
染
ま
っ
て
い
た
か

を
窮
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
国
民
大
衆
の
間
で
は
、

奢
侈
的
消
費
あ
る
い
は
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
言
う
衒
示
的
消
費
（
18
）
の
傾
向

が
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

因
み
に
言
え
ば
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
は
、
衒
示
的
消
費
が
ス
テ
ィ
タ

ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
と
い
う
新
た

な
社
会
・
経
済
上
の
制
度
が
成
立
し
て
く
る
際
の
重
要
な
誘
因
と

な
っ
た
と
見
て
い
る
、
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
に
よ

れ
ば
衒
示
的
消
費
は
、
商
業
の
発
展
や
資
本
主
義
の
進
展
と
密
接

な
関
係
を
も
っ
て
お
り
、
農
村
的
と
い
う
よ
り
も
都
市
的
な
現
象

で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
地
中
海
、
ア
フ
リ
カ
貿
易
の
大
半
、
そ
れ
に
ア
メ

リ
カ
貿
易
の
多
く
は
、
事
実
上
、
ロ
ン
ド
ン
港
に
属
し
て
い
た
（
12
）
」

と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ロ
ン
ド
ン
は
、
世
界
の
各
国
の
輸

入
奢
侈
品
や
贅
沢
品
の
主
要
な
市
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
海
運
や

造
船
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
（
13
）
。
ま
さ
に
ロ
ン
ド
ン
は
、
世
界
最
大

の
消
費
都
市
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
っ
た
（
14
）
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
衣
料
奢
侈
の
大
衆
化
の
傾
向
に
つ

い
て
は
、
と
り
わ
け
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
一
七
二
〇
年
に
は

有
名
な
「
南
海
泡
沫
事
件
（
15
）」

で
、
富
裕
な
商
人
が
破
産
し
た
り
貴

族
が
没
落
し
た
り
し
て
、
そ
の
贅
沢
な
服
飾
品
を
当
時
開
店
し
つ

つ
あ
っ
た
古
着
屋
に
売
り
、
そ
の
結
果
、
当
時
新
し
い
社
会
階
級

と
な
っ
た
女
中
た
ち
が
競
っ
て
こ
れ
ら
の
衣
服
を
安
く
買
っ
て
、

そ
れ
を
着
て
喜
ん
で
街
頭
を
闊
歩
し
た
こ
と
は
、
よ
く
見
ら
れ
た

光
景
で
あ
っ
た
（
16
）
。
衣
料
の
流
行
を
追
う
競
争
は
、
い
く
つ
か
の
階

層
の
間
で
常
に
続
け
ら
れ
、
そ
の
出
費
が
信
じ
ら
れ
な
い
程
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
マ

ン
デ
ヴ
ィ
ル
は
次
の
よ
う
な
鋭
い
観
察
を
し
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
皆
、
高
望
み
を
し
、
何
ら
か
の
意
味
で
わ
れ

わ
れ
に
勝
っ
て
い
る
者
を
、
で
き
る
だ
け
早
く
模
倣
し
よ
う
と
努

（
一
三
八
）



商
業
革
命
か
ら
生
活
革
命
へ
（
山
口
）

七

（
3
） 

経
済
史
家
サ
ー
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
消
費
市
場
の
拡
大
は
、

一
七
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。「
消
費
用

品
の
大
衆
市
場
は
、
こ
れ
ま
で
産
業
革
命
の
結
果
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
お
り
、
一
八
世
紀
以
前
に
つ
い
て
は
重

視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
…
…
し
か
し
編
み
靴
下
、
編
み
帽
子
、

安
も
の
陶
器
、
釘
、
タ
バ
コ
・
パ
イ
プ
、
レ
ー
ス
、
リ
ボ
ン
と
い

う
よ
う
な
商
品
の
生
産
に
関
す
る
一
七
世
紀
の
証
拠
は
、
消
費
用

品
の
大
衆
市
場
が
、
ず
っ
と
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
。」（J. T

hirsk, E
con

om
ic P

olicy an
d

 P
rojects, 1978, 

p. 125.

サ
ー
ク
ス
『
消
費
社
会
の
誕
生
』（
三
好
洋
子
訳
）、
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、
一
六
一
頁
。）

（
4
） 

田
中
敏
弘
『
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
社
会
・
経
済
思
想
』、
有
斐
閣
、

昭
和
四
一
年
、
一
二
頁
。

（
5
） C

f. T
hom
as. A

. H
orne, T

h
e S

ocia
l T

h
ou

gh
ts of 

B
ern

ard
 M

an
d

eville: V
irtu

e an
d

 C
om

m
erce in

 E
arly 

E
igh

teen
th

│C
en

tu
ry E

n
glan

d, 1978, chapter. 1.

ホ
ー
ン

『
バ
ー
ナ
ー
ド･

マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
社
会
思
想
│
一
八
世
紀
初
期
の

英
国
に
お
け
る
徳
と
商
業
│
』（
拙
訳
）、
八
千
代
出
版
、

一
九
九
〇
年
、
第
一
章
を
参
照
。

（
6
） D

aniel D
efoe, A

 P
la

n
 of th

e E
n

glish
 C

om
m

erce, 
bein

g a C
om

pleat P
roject of th

e T
rad

e of th
is N

atu
re, as 

w
ell th

e H
om

e T
rad

e as th
e F

oreign, S
econd E

dition 
（1730

）, R
eprints of E

conom
ic C
lassics, 1967, p. 193.

デ

フ
ォ
ー
『
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
構
図
』（
山
下
幸
夫
・
天
川
潤
次
郞
訳
）、

「
消
費
は
、
田
舎
よ
り
都
市
の
方
が
生
活
の
標
準
の
い
っ
そ
う

大
き
な
要
素
と
な
る
。
…
…
都
市
の
住
民
は
お
互
い
に
他
人
を
追

い
越
そ
う
と
競
争
し
て
、
彼
ら
の
衒
示
的
消
費
の
正
常
の
標
準
を

ま
す
ま
す
高
い
点
に
つ
り
上
げ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
都
市

の
一
定
の
程
度
の
金
銭
上
の
体
面
を
示
す
た
め
に
は
、
こ
の
方
面

の
相
対
的
に
ま
す
ま
す
大
き
な
支
出
が
必
要
と
な
る
（
19
）」

と
。

同
様
の
見
解
は
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
に
よ
っ
て
も
示

さ
れ
て
い
る
。
彼
は
著
作
『
恋
愛
と
贅
沢
と
資
本
主
義
』
に
お
い

て
、
王
侯
貴
族
の
贅
沢
、
浪
費
、
放
蕩
こ
そ
が
資
本
主
義
の
生
み

の
親
だ
と
力
説
し
て
い
る
。
中
世
末
期
の
教
会
、
と
り
わ
け
法
王

庁
の
浪
費
、
絶
対
王
政
時
代
の
、
た
と
え
ば
ル
イ
王
朝
の
贅
沢
三

昧
、
貴
族
た
ち
の
大
宴
会
や
乱
痴
気
騒
ぎ
、
そ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な

祭
典
や
行
列
、
こ
う
し
た
贅
沢
、
衒
示
的
消
費
こ
そ
が
資
本
主
義

を
誕
生
さ
せ
た
と
言
（
20
）
う
（
21
）
。

（
1
） 

上
田
辰
之
助
『
蜂
の
寓
話
│
自
由
主
義
経
済
の
根
底
に
あ
る

も
の
│
』、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
七
年
、
第
一
章
、
第
二
章
を
参

照
。

（
2
） C
f. N
. M
ckendrick, J. B

rew
er, J. H

. P
lum
p, T

h
e 

B
irth

 of a C
on

su
m

er S
ociety: T

h
e C

om
m

ercialization
 of 

E
igh

teen
th

│C
en

tu
ry E

n
glan

d, 1982, chap. 1.

（
一
三
九
）



政
経
研
究　

第
五
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
二
月
）

八

（
17
） B
ernard M

andeville, T
h

e F
a

b
le of th

e B
ees: or, 

P
rivate V

ices, P
u

blick B
en

efi ts, 1714. w
ith A

 C
om
m
entary 

C
ritical, H

istorical, and E
xplanatory by F

. B
. K
aye, 

L
iberty C

lassics 

（rep. ed

）, 1988, vol. 1, p. 129.

バ
ー
ナ
ー

ド
・
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
『
蜂
の
寓
話
│
私
悪
す
な
わ
ち
公
益
│
』（
泉

谷
治
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
五
年
、
一
一
八
│
九
頁
。

（
18
） 

衒
示
的
消
費
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
か
を
資
本

主
義
の
黎
明
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
跡
し
た
文
献
と
し
て
、
以
下

の
も
の
は
一
読
に
値
す
る
。
ロ
ジ
ャ
ー
・
メ
イ
ソ
ン
『
顕
示
的
消

費
の
経
済
学
』（
鈴
木
信
雄
・
橋
本
努
・
高
哲
男
訳
）、
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
19
） 

ソ
ー
ス
タ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
『
有
閑
階
級
の
理
論
』（
小
原

敬
士
訳
）、
岩
波
文
庫
、
昭
和
四
八
年
、
八
六
頁
。

（
20
） 

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
『
恋
愛
と
贅
沢
と
資
本
主
義
』

（
金
森
誠
也
訳
）、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
を
参
照
。

（
21
） 

つ
い
で
に
言
え
ば
、
資
本
主
義
を
助
長
し
た
も
う
一
つ
の
要

素
は
戦
争
で
あ
る
、
と
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
言
う
。
彼
は
著
作
『
戦
争

と
資
本
主
義
』
に
お
い
て
、「
戦
争
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
資
本

主
義
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
通
常
、
戦
争
は
文
化
や
経

済
を
破
壊
し
、
し
た
が
っ
て
資
本
主
義
の
成
果
に
も
大
損
害
を
与

え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
資
本
主
義
を
大
い
に

促
進
し
て
い
る
、
と
力
説
す
る
の
で
あ
る
。（
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ン

バ
ル
ト
『
戦
争
と
資
本
主
義
』（
金
森
誠
也
訳
）、
講
談
社
学
術
文

庫
、
二
〇
一
〇
年
、
二
四
頁
。）

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
一
八
〇
頁
。

（
7
） 

Ibid, p. 79.

邦
訳
、
八
四
頁
。

（
8
） 
デ
フ
ォ
ー
は
著
作
『
イ
ギ
リ
ス
通
商
案
』
の
中
で
は
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
国
民
は
一
般
に
暮
ら
し
向
き
が
よ
い
の

で
、
つ
ま
り
中
流
の
商
業
を
営
む
勤
勉
な
人
た
ち
は
か
な
り
よ
い

生
活
を
し
て
い
る
の
で
、
国
内
だ
け
で
な
く
外
国
の
産
物
を
も
大

量
に
消
費
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
世
界
の
い
か
な
る
国
家
に

も
真
似
で
き
な
い
」
と
。（
Ｄ
・
デ
フ
ォ
ー
『
イ
ギ
リ
ス
通
商
案
』

（
泉
谷
治
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年
、
六
六
頁
。）

（
9
） D

aniel D
efoe, op. cit, p. 101.

邦
訳
、
一
〇
二
頁
。

（
10
） 

Ibid, pp. 101-2.

邦
訳
、
一
〇
三
│
四
頁
。

（
11
） T

hom
as. A

. H
orne, op.cit, p. 53.

邦
訳
、
七
七
頁
。

（
12
） 

Ｇ
・
Ｈ
・
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
『
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
』（
松
浦
高

嶺
・
今
井
宏
訳
）、
Ⅱ
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
三
年
、
二
七
六
頁
。

（
13
） 

玉
木
俊
明
、
前
掲
書
、
一
九
〇
│
七
頁
。

（
14
） T

hom
as. A

. H
orne, op. cit, p. 53.

邦
訳
、
七
八
頁
。

（
15
） 

南
海
会
社
は
中
南
米
と
の
奴
隷
貿
易
を
行
う
た
め
に
設
立
さ

れ
、
そ
の
株
式
が
投
機
の
対
象
と
な
っ
て
狂
気
じ
み
た
株
式
投
機

ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
し
、
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
全
体
が

沸
き
立
っ
た
状
態
に
な
っ
た
が
、
一
七
二
〇
年
つ
い
に
ガ
ラ
が
引

き
起
こ
さ
れ
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
。（
長
島
伸
一
、
前
掲
書
、

一
五
│
七
頁
。）

（
16
） C

f. E
. R
oyston P

ike, H
u

m
an

 D
ocu

m
en

ts of A
d

am
 

S
m

ith, 1974, pp. 94-108.

（
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九

家
が
模
倣
す
る
。
上
流
階
級
に
お
け
る
流
行
や
ブ
ー
ム
は
、
あ
た

か
も
雫
が
滴
る
よ
う
に
下
位
の
階
層
に
普
及
し
て
い
く
。

階
層
的
な
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
、
た
と
え
ば
マ
ク
ラ
ッ
ケ
ン
が

言
っ
て
い
る
よ
う
に
「
衣
服
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
宮
廷
に
は
じ
ま

り
、
下
位
者
の
模
倣
と
上
位
者
の
差
異
化
と
い
う
二
重
の
エ
ン
ジ

ン
に
容
赦
な
く
駆
り
た
て
ら
れ
て
、
貴
族
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層
、

中
流
ク
ラ
ス
、
下
層
ク
ラ
ス
へ
と
移
行
す
る
（
1
）。」

消
費
の
社
会
的

競
争
は
、
前
に
述
べ
た
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
い
う
「
衒
示
的
消
費
」
と

ジ
ン
メ
ル
の
い
う
「
ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン
（
滴
下
）
効
果
」
を
両

輪
と
し
て
進
行
し
て
い
く
（
2
）
。
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
消
費

革
命
ひ
い
て
は
生
活
革
命
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ブ
レ

ン
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、
マ
ッ
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
社
会
的
競
争

が
、
こ
の
革
命
の
原
動
力
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
こ
れ
ら
の
特
徴

│
緊
密
な
階
層
化
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
の

性
質
、
垂
直
の
社
会
移
動
へ
の
努
力
、
社
会
的
対
抗
心
に
よ
っ
て

培
わ
れ
た
対
抗
支
出
、
社
会
的
競
争
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
強
制
力

│
が
、
広
範
囲
に
行
き
渡
っ
た
支
出
能
力
と

結
び
つ
い
て
、
前
例
の
な
い
消
費
癖
を
つ
く
り
だ
し
た
の
で
あ

る
（
3
）」

と
。

し
た
が
っ
て
一
八
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
消
費
革
命
、

三 　

衒
示
的
消
費
の
浸
透
と
各
種
レ
ジ
ャ
ー
施

設
の
誕
生

上
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
奢
侈
品
や

贅
沢
品
の
類
い
に
対
す
る
需
要
が
強
く
、
海
外
植
民
地
の
新
奇
な

商
品
、
物
産
の
消
費
習
慣
は
、
と
り
わ
け
上
流
貴
族
や
新
興
の
上

流
市
民
層
に
著
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
奢
侈
品
や
装
飾
品
を
所
有
し

た
り
使
用
し
た
り
し
な
が
ら
、
新
た
な
生
活
様
式
や
階
級
的
シ
ン

ボ
ル
を
生
み
だ
し
て
い
っ
た
。
消
費
革
命
と
言
え
る
よ
う
な
一
種

の
消
費
ブ
ー
ム
は
、
決
し
て
生
活
必
需
品
の
範
囲
が
拡
大
し
た
た

め
に
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
身
分
や
地
位
を
表
象
す
る
よ
う
な
新

奇
な
商
品
や
物
産
の
登
場
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
新
奇
な
商
品

や
物
産
が
競
っ
て
消
費
さ
れ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
社
会
的
地
位
や

身
分
を
め
ぐ
る
人
々
の
名
誉
と
面
子
を
か
け
た
競
争
が
あ
っ
た
と

言
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
商
品
や
物
産
が
ス
テ
イ
タ
ス
・
ゲ
ー

ム
の
印
に
な
り
、
速
や
か
に
消
費
さ
れ
て
い
っ
た
。
宮
廷
や
貴
族

と
い
う
社
会
の
上
流
階
級
に
お
い
て
奢
侈
品
や
新
奇
な
商
品
が
流

行
す
る
と
、
そ
れ
は
よ
り
下
層
の
人
々
に
見
せ
び
ら
か
さ
れ
、
新

興
の
上
流
市
民
を
目
指
す
成
上
り
者
、
上
位
の
階
層
を
狙
う
野
心

（
一
四
一
）
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一
〇

う
な
魅
力
を
も
つ
。
人
が
年
を
と
る
と
、
名
利
の
念
は
一
層
強
く

な
る
と
言
わ
れ
る
。
富
や
権
力
を
得
た
あ
と
で
人
間
が
最
後
に
欲

し
が
る
も
の
は
、
名
誉
で
あ
る
。
死
去
す
れ
ば
、
富
や
権
力
は
何

も
残
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
名
利
は
墓
に
記
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
欲
望
を
満
た
す
た
め
に
は
、
義
理
人
情

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
得
よ
う
と
す
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
に
お
い
て
、
長
と
名
づ
け
ら
れ
る
地
位
を
如
何
に
渇

望
す
る
こ
と
か
。
所
詮
は
死
ぬ
人
生
で
あ
り
、
空
無
に
帰
す
る
人

生
で
あ
る
こ
と
が
、
理
性
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
お
且
つ
、

こ
れ
ら
の
欲
望
を
追
求
す
る
と
こ
ろ
に
人
間
の
悲
し
さ
が
あ
る
（
6
）
。

こ
う
し
て
人
間
は
、
た
だ
生
存
だ
け
で
な
く
社
会
の
中
で
絶
え

ず
行
わ
れ
る
「
富
と
権
力
と
名
利
」
の
追
求
に
よ
る
社
会
的
評
価

を
め
ぐ
っ
て
生
存
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
消
費
も
生
理
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
自
己
を
社
会
の
中
で
他
者
の
前
に
さ
ら
し
、
承
認
や

尊
敬
を
得
る
た
め
に
こ
そ
あ
る
。
つ
ま
り
人
を
消
費
へ
と
突
き
動

か
し
て
い
る
も
の
は
、
人
の
も
つ
虚
栄
な
の
で
あ
る
。
消
費
を
こ

の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
消
費
は
も
は
や
量
の
問
題
で
は
な
く
質

の
問
題
に
転
化
し
て
い
る
。
も
し
仮
に
、
消
費
の
量
が
問
題
だ
と

し
て
も
、
そ
れ
は
、
そ
の
量
が
生
理
的
な
欠
乏
を
充
足
さ
せ
る
か

消
費
ブ
ー
ム
を
生
み
だ
し
た
も
の
は
、
人
々
の
「
虚
栄
心
」
で
あ

り
、
ま
た
「
利
己
心
」
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
社
会
的
地

位
を
め
ぐ
る
競
争
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
活
必
需
品
の
争
奪
戦
で
は

な
く
、
名
誉
と
虚
栄
を
め
ぐ
る
模
倣
と
競
争
で
あ
っ
た
（
4
）
。
確
か
に

人
は
、
た
だ
必
要
な
も
の
を
飲
食
し
、
生
命
を
維
持
し
た
り
、
生

存
の
た
め
の
必
需
品
に
取
り
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
い
。
常
に
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
他
人
の
目
を
気
に
し
、
他
者

の
評
価
を
得
て
、
尊
敬
を
受
け
、
よ
り
上
の
地
位
を
獲
得
し
、
他

人
に
多
少
の
差
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
自
尊
心
や
嫉
妬
心

が
人
を
突
き
動
か
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
人
間
の
欲
望

は
、
た
だ
物
質
的
な
も
の
の
生
理
的
満
足
で
は
な
く
、
ヘ
ー
ゲ
ル

が
力
説
し
た
よ
う
に
、
他
者
か
ら
の
「
承
認
」
を
得
、
さ
ら
に
は

「
尊
敬
」
を
得
る
と
い
う
「
優
越
願
望
」
を
持
つ
と
こ
ろ
に
こ
そ

あ
る
（
5
）
。

加
え
て
言
え
ば
、
こ
の
優
越
願
望
を
満
た
す
た
め
に
「
富
や
権

力
や
名
利
」
は
、
誰
も
が
欲
し
が
る
も
の
で
あ
る
。
権
力
を
得
る

た
め
に
、
他
人
を
蹴
落
し
た
り
、
他
人
の
足
を
引
っ
張
る
こ
と
は
、

常
日
頃
、
何
時
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
度
手
に
し
た
権
力

は
、
死
ん
で
も
離
さ
な
い
よ
う
に
な
る
。
権
力
を
手
に
す
る
と
人

が
変
っ
た
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
名
利
も
ま
た
甘
い
蜜
の
よ

（
一
四
二
）
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一
一

業
区
に
は
金
融
機
関
の
施
設
が
完
備
し
、
宮
殿
や
邸
宅
が
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
地
区
な
ど
で
競
っ
て
建
築
さ
れ
、
各
種
の
娯
楽
や

ゲ
ー
ム
が
考
案
さ
れ
、
ま
た
劇
場
、
音
楽
堂
、
社
交
場
、
歓
楽
場

が
各
地
で
多
く
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
、
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
、

バ
ー
、
サ
ロ
ン
が
賑
わ
い
を
見
せ
、
闘
鶏
、
闘
犬
、
牛
い
じ
め
、

熊
い
じ
め
、
サ
ー
カ
ス
な
ど
の
見
世
物
が
栄
え
た
（
10
）
。

一
八
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
に
は
、
と
り
わ
け
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス

の
よ
う
な
新
興
の
上
流
市
民
が
自
由
に
出
入
り
す
る
こ
と
の
で
き

る
社
交
場
が
数
多
く
誕
生
し
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
11
）
。

コ
ー
ヒ
ー
や
茶
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
飲

み
物
を
飲
み
な
が
ら
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
自
由
に
論
争
し

合
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
後
に
発

達
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
は
革
命
後
の
社
会
に
特
有
の
階
層

秩
序
の
乱
れ
た
自
由
闊
達
な
時
代
の
雰
囲
気
を
反
映
し
て
発
達
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
（
12
）
。
イ
ギ
リ
ス
で
最
初
の
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス

は
、
一
六
五
〇
年
に
大
学
の
町
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
誕
生
し
た

が
、
そ
の
二
年
後
に
は
ロ
ン
ド
ン
に
も
で
き
、
た
ち
ま
ち
大
流
行

と
な
っ
た
。
一
七
〇
〇
年
前
後
に
な
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
だ
け
で
数

千
軒
が
営
業
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
（
13
）
。
お
茶
愛
好
の
広
が
り
の
中

で
、
代
表
的
茶
販
売
の
店
も
産
声
を
あ
げ
て
い
る
。
日
本
で
も
お

ら
で
は
な
く
、
虚
栄
心
が
わ
れ
わ
れ
を
し
て
、
他
者
よ
り
も
多
量

の
奢
侈
品
や
贅
沢
品
を
持
つ
よ
う
突
き
動
か
す
か
ら
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
消
費
の
す
べ
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
か
な
り
の
部

分
は
、
生
存
の
た
め
の
生
活
必
需
品
で
は
な
く
、
上
流
階
級
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
貴
族
的
な
生
活
を
模
倣
す
る
多
少
の
奢
侈
品
、
装

飾
品
で
あ
り
、
洗
練
さ
れ
た
趣
味
を
表
す
財
貨
で
あ
り
、
上
流
の

マ
ナ
ー
を
示
す
流
行
品
で
あ
っ
た
。
人
々
に
と
っ
て
、
虚
栄
心
や

優
越
願
望
が
も
た
ら
す
奢
侈
品
、
新
奇
な
商
品
・
物
産
の
消
費
や

流
行
を
追
う
こ
と
が
、
そ
れ
な
り
に
生
活
の
洗
練
や
心
地
よ
い
社

交
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
欲
望
は
生
理
的
必
要
で
は
な
く
、
社

会
に
お
け
る
「
模
倣
的
競
争
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
社
会
現
象
を
背
景
に
し
て
、
一
役
買
っ
た
の
が
各
種

レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
社
交
場
の
整
備
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
が
名
高

い
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
、
一
六
六
〇
年
で
あ
っ
た
（
7
）
。
木
造
家

屋
や
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
街
路
や
悪
臭
を
放
つ
下
水
溝
に
象
徴

さ
れ
る
旧
ロ
ン
ド
ン
市
を
大
火
は
、
根
こ
そ
ぎ
焼
き
払
っ
た
（
8
）
。

一
六
六
七
年
に
公
布
さ
れ
た
「
再
建
法
」
に
よ
っ
て
、
新
ロ
ン
ド

ン
は
「
都
市
の
美
化
を
計
る
と
と
も
に
火
災
に
よ
る
類
焼
の
危
険

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
街
路
の
拡
張
を
計
り
、
家
は
煉
瓦
造
り
（
9
）」

と
な
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
そ
の
外
、
ロ
ン
ド
ン
商

（
一
四
三
）
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一
二

め
、
ト
ー
リ
と
ホ
イ
ッ
グ
の
初
期
の
政
党
も
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス

で
誕
生
し
た
。
近
代
科
学
を
育
ん
だ
王
立
協
会
も
、
コ
ー
ヒ
ー
・

ハ
ウ
ス
を
舞
台
と
し
て
成
立
し
た
（
18
）
。

化
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
ボ
イ
ル
や
建
築
家
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ

ン
が
王
立
協
会
の
創
始
者
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
は
、
引
力
の
発
見

者
で
偉
大
な
物
理
学
者
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
も
、
こ
の
協
会
の

会
長
を
務
め
て
い
る
。
一
七
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
彼
ら

を
中
心
に
多
く
の
科
学
者
が
出
現
し
、
物
理
学
を
は
じ
め
近
代
科

学
の
基
礎
が
確
立
し
「
科
学
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
っ
た

が
科
学
革
命
は
、
ま
さ
に
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
で
の
集
会
と
情
報

交
換
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
（
19
）
。
市
民
に
人
気
の
あ
っ
た
文
学
作

品
は
、
こ
の
時
代
の
現
実
を
よ
く
反
映
し
て
い
た
。
一
八
世
紀
前

半
の
イ
ギ
リ
ス
小
説
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
デ
フ
ォ
ー
の

『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
と
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
『
ガ
リ

ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
海

上
貿
易
や
海
外
の
植
民
活
動
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

憩
い
の
場
所
と
し
て
は
、
キ
ュ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
や
動
物
園
や
各

種
の
公
園
が
あ
り
、
ま
た
歓
楽
場
と
し
て
ヴ
ォ
ク
ソ
ー
ル
大
庭
園

や
ラ
ニ
ラ
大
庭
園
な
ど
が
開
設
さ
れ
た
。
キ
ュ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
は

一
七
五
九
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
母
后
オ
ー
ガ
ス
タ
が
開
い
た
も

馴
染
み
の
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
初
代
ト
ー
マ
ス
が
一
七
〇
六

年
に
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
始
め
、
一
三
年
に
は
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
ラ
イ
オ
ン
」
な
る
茶
葉
売
り
専
用
の
店
を
出
し
て
以
来
、
連

綿
と
茶
販
売
を
続
け
て
い
る
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
家
の
歴
史
は
、
そ
の

ま
ま
イ
ギ
リ
ス
の
お
茶
愛
好
の
歴
史
だ
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
（
14
）
。

さ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
で
は
各
種
の
新
聞
が
そ
ろ
え
ら

れ
（
15
）
、
販
売
さ
れ
、
文
字
の
読
め
な
い
人
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
音

読
も
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
場
は
、
貴
族
の
館
で
開
か
れ
た
サ

ロ
ン
な
ど
と
と
も
に
文
芸
活
動
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
進
展
を
支

え
、
啓
蒙
思
想
（
16
）
を
広
め
、
ま
た
世
論
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
株
式
な
ど
の
証
券
の
取
引
き
も
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
で
な
さ

れ
、
こ
こ
は
経
済
上
の
取
引
き
の
場
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
経

済
活
動
に
関
し
て
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
真
価
が
発
揮
さ
れ
た
の

は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
に
お
い
て
で
あ
る
。
今
日
で

も
世
界
の
海
運
・
海
上
保
険
に
関
す
る
情
報
の
す
べ
て
が
、
こ
こ

に
集
中
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
「
ロ
イ
ズ
」
は
、
そ
の
典
型
的
な

例
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
屋
台
骨
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
海
運
・
海
上
保
険
業
は
、
ま
さ
に
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
を

ゆ
り
か
ご
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
（
17
）
。
加
え
て
同
じ
意
見
を
も

つ
者
同
志
が
、
次
第
に
特
定
の
店
に
集
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た

（
一
四
四
）
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一
三

水
を
服
用
す
る
湯
治
場
と
い
う
旧
来
の
性
格
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
社

交
場
を
バ
ー
ス
に
持
ち
込
む
と
い
う
新
た
な
性
格
が
加
わ
っ
た
か

ら
、
第
一
級
の
賑
わ
い
を
見
せ
た
。
こ
こ
に
は
上
述
の
コ
ー

ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
公
園
、
散
歩
道
、
教
会
は
言
う
に
及
ば

ず
、
舞
踏
会
や
賭
博
場
ま
で
、
上
流
社
会
の
生
活
と
文
化
の
必
需

品
は
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
た
（
23
）
。
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
な
大
都
市
か
ら

地
方
へ
の
生
活
文
化
の
伝
播
を
可
能
に
し
た
も
の
に
「
社
交
季

節
（
24
）
」
の
成
立
、
す
な
わ
ち
地
方
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
が
ロ
ン
ド
ン

や
温
泉
地
で
、
ま
た
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
が
温
泉
地
で

一
定
期
間
、
社
交
生
活
を
送
る
と
い
う
習
慣
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

う
し
て
ロ
ン
ド
ン
以
外
の
地
方
都
市
で
も
、
都
市
的
な
生
活
文
化

が
定
着
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
に
述
べ
た
ボ
ー
ゼ
イ

の
い
う
「
都
市
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
成
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。

（
1
） 

Ｇ
・
マ
ク
ラ
ッ
ケ
ン
『
文
化
と
消
費
と
シ
ン
ボ
ル
と
』（
小
池

和
子
訳
）、
勁
草
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
四
二
頁
。

（
2
） 

吉
見
俊
哉
「
消
費
社
会
論
の
系
譜
と
現
在
」（『
岩
波
講
座　

現
代
社
会
学
』
21
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
所
収
）、
松
原

隆
一
郎
『
消
費
資
本
主
義
の
ゆ
く
え
』、
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
三

年
、
三
四
│
五
頁
を
参
照
。

の
で
二
万
五
千
種
以
上
の
植
物
が
植
え
て
あ
る
。
ま
た
一
八
世
紀

に
は
、
中
国
で
造
園
と
建
築
を
学
び
、
五
年
間
キ
ュ
ー
・
ガ
ー
デ

ン
の
造
営
に
携
っ
た
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、

中
国
風
の
パ
ゴ
ダ
を
建
て
人
の
目
を
喜
ば
せ
て
い
た
（
20
）
。
ヴ
ォ
ク

ソ
ー
ル
と
ラ
ニ
ラ
の
二
大
庭
園
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
は

次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
ヴ
ォ
ク
ソ
ー
ル
庭
園
は
、
お
と
ぎ
話
に
出
て
き
そ
う
な
雰
囲

気
で
、
ラ
ニ
ラ
庭
園
の
優
雅
さ
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
ヴ
ォ
ク

ソ
ー
ル
庭
園
は
、
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
用
と
し
て
造
ら
れ
て
い
た
が
、

ラ
ニ
ラ
庭
園
に
は
大
き
な
暖
炉
が
中
央
に
あ
る
幅
百
八
十
五

フ
ィ
ー
ト
の
円
形
の
広
間
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
天
候
の
時
に
で
も

楽
し
め
る
造
り
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
人

を
眺
め
た
り
、
人
に
見
て
も
ら
っ
た
り
す
る
場
所
で
あ
っ
た
（
21
）
。」

見
ら
れ
る
よ
う
に
ヴ
ォ
ク
ソ
ー
ル
や
ラ
ニ
ラ
の
二
大
「
社
交
用

庭
園
」
で
は
、
そ
こ
に
行
く
人
々
が
他
人
を
「
見
た
り
、
見
ら
れ

た
り
」
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
強
烈
な
自
己
顕
示
欲
に
支
え
ら
れ
た

社
交
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
22
）
。

こ
の
他
、
社
交
都
市
と
し
て
バ
ー
ス
、
タ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
ー

ル
ズ
な
ど
の
温
泉
地
が
賑
わ
い
を
見
せ
、
ブ
ラ
イ
ト
ン
な
ど
の
夏

の
保
養
地
が
繁
栄
し
た
。
と
り
わ
け
バ
ー
ス
は
、
こ
の
時
期
に
鉱

（
一
四
五
）



政
経
研
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第
五
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
二
月
）

一
四

二
〇
一
六
年
、
一
〇
八
頁
。

（
14
） 

松
浦
京
子
「
テ
ィ
ー
・
ブ
レ
ー
ク
で
ほ
っ
と
一
息
」（
指
昭
博

編
著
『
生
活
文
化
の
イ
ギ
リ
ス
史
│
紅
茶
か
ら
ギ
ャ
ン
ブ
ル
ま
で

│
』、
同
文
舘
、
平
成
八
年
、
所
収
）、
八
頁
。

（
15
） 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｂ
・
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
、
前
掲
書
、
九
〇
頁
。

（
16
） 

啓
蒙
思
想
に
関
す
る
文
献
は
、
世
に
多
く
出
て
い
る
が
、
と

り
あ
え
ず
、
ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
『
啓
蒙
思
想
』（
見
市
雅
俊
訳
）、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
赤
木
昭
三
・
赤
木
富
美
子
『
サ
ロ
ン

の
思
想
史
│
デ
カ
ル
ト
か
ら
啓
蒙
思
想
へ
│
』、
名
古
屋
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
三
年
な
ど
参
照
。

（
17
） 

角
山
栄
・
村
岡
健
次
・
川
北
稔
『
産
業
革
命
と
民
衆
』、
河
出

書
房
新
社
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
八
│
九
頁
。

（
18
） 

岩
切
正
介
『
男
た
ち
の
仕
事
場
│
近
代
の
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ー

ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
│
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
九
年
、
第
四
章
、

第
五
章
を
参
照
。

（
19
） 

川
北
稔
『
砂
糖
の
世
界
史
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、

九
四
│
六
頁
。

（
20
） 

Ｒ
・
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・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
／
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・
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Ｒ
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ズ
『
ロ
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ド
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民
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史
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、
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） 
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編
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非
労
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の
生
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史
│
英
国
風
ラ
イ
フ
・
ス

タ
イ
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の
誕
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』、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
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、
一
九
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七
年
、
四
一
頁
。

（
3
） N

. M
ckendrick, J. B

rew
er, and J. H

. P
lum
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（
4
） 
佐
伯
啓
思
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書
、
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〇
年
、
一
一
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。
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5
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佐
伯
啓
思
『
成
長
経
済
の
終
焉
』、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

二
〇
〇
〇
年
、
二
六
六
頁
。

（
6
） 

友
松
圓
諦
『
法
句
経
講
義
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
昭
和
五
八

年
、
第
二
講
、
鎌
田
茂
雄
『
現
代
人
の
仏
教
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、

一
九
九
八
年
、
第
五
章
、『
ブ
ッ
タ
の
こ
と
ば
│
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ

│
』（
中
村
元
訳
）、
岩
波
文
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、
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年
、
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参
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。
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） G
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 L
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d
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Ｂ
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、
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、
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d
u
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角
山
栄
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茶
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界
史
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改
版
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中
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新
書
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二
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一
七

年
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一
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頁
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川
北
稔
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イ
ギ
リ
ス
繁
栄
の
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と
さ
き
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講
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社
学
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二
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テ
ム
論
講
義
』、
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文
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四
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一
五

り
で
あ
る
。
こ
の
協
会
に
よ
る
風
俗
改
革
の
運
動
は
、
飲
酒
の
節

制
、
劇
場
の
浄
化
、
安
息
日
の
厳
守
、
売
買
春
の
禁
止
な
ど
を
当

面
の
目
標
と
し
、
何
よ
り
も
ま
ず
奢
侈
や
逸
楽
の
風
潮
を
改
め
、

質
実
剛
健
の
気
風
を
国
民
大
衆
す
べ
て
に
広
め
よ
う
と
す
る
国
民

運
動
で
あ
っ
た
（
1
）
。
と
同
時
に
、
こ
れ
は
単
に
道
徳
的
運
動
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
外
国
産
の
奢
侈
品
や
新
奇
な
商
品
│
た
と
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
ぶ
ど
う
酒
・
絹
織
物
、
イ
ン
ド
の
キ
ャ
ラ
コ
│
の
輸

入
や
使
用
を
禁
止
し
、
国
民
的
産
業
の
育
成
を
図
ろ
う
と
す
る
経

済
的
意
義
を
も
担
っ
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
2
）
。

聖
職
者
た
ち
の
見
解
で
も
奢
侈
の
隆
盛
、
享
楽
の
風
潮
は
国
民

大
衆
を
堕
落
退
廃
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
美
徳
で

あ
る
勤
勉
・
節
約
・
質
素
の
励
行
を
国
民
大
衆
に
勧
め
た
。
ま
た

当
時
の
新
興
の
商
工
業
者
を
そ
の
一
角
に
含
む
中
産
階
級
に
対
し

て
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
テ
ィ
ー
ル
は
『
商
人
の
天
職
』、
デ

フ
ォ
ー
は
『
イ
ギ
リ
ス
商
人
大
鑑
』
に
お
い
て
職
業
倫
理
と
し
て

勤
勉
・
節
約
・
質
素
の
徳
を
勧
め
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
当
時
、
社
会
通
念
的
見
解
で
は
、
キ
リ
ス
ト

教
や
古
代
共
和
制
の
下
で
重
視
さ
れ
て
い
た
勤
勉
・
節
約
・
質
素

が
美
徳
で
あ
り
、
奢
侈
・
貪
欲
・
虚
栄
・
高
慢
は
悪
徳
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
（
3
）
。
こ
の
た
め
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
聖
職
者

（
23
） 

蛭
川
久
康
『
バ
ー
ス
の
肖
像
│
イ
ギ
リ
ス
十
八
世
紀
社
交
風

俗
事
情
│
』、
研
究
社
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
第
四
章
を
参
照
。

（
24
） 
社
交
季
節
の
成
立
に
関
し
て
は
、
川
北
稔
編
『
非
労
働
時
間

の
生
活
史
』（
前
出
）、
四
三
│
四
頁
を
参
照
。

四 　

消
費
社
会
に
お
け
る
奢
侈
と
逸
楽
の
賛
否

両
論

イ
ギ
リ
ス
国
内
に
各
種
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
娯
楽
場
な
ど
が
数
多

く
出
現
す
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
に
蔓
延
し
た
奢
侈
的

な
雰
囲
気
と
逸
楽
の
風
潮
に
対
し
て
、
聖
職
者
を
含
む
支
配
者
層
、

有
識
者
層
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
起
こ
し
た
こ
と
は
当
然
で

あ
っ
た
。
奢
侈
的
な
暮
ら
し
、
贅
沢
三
昧
な
生
活
そ
し
て
逸
楽
の

風
潮
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
美
徳
で
あ
り
且
つ
古
代
共
和
制
以
来
の

美
徳
で
も
あ
っ
た
勤
勉
・
節
約
・
質
素
に
対
立
し
、
道
徳
や
風
俗

を
腐
敗
さ
せ
る
も
の
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
社
会

秩
序
を
乱
す
要
因
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

国
民
大
衆
の
奢
侈
的
な
暮
ら
し
ぶ
り
と
逸
楽
の
風
潮
を
憂
慮
し

て
、
一
六
九
〇
年
よ
り
一
七
六
〇
年
頃
ま
で
「
風
俗
改
革
協
会
」

が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
浄
化
を
図
り
キ
リ
ス
ト
教

道
徳
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通

（
一
四
七
）
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済
的
要
請
と
の
間
に
葛
藤
と
矛
盾
を
は
ら
む
複
雑
な
事
情
が
介
在

し
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
キ
リ
ス
ト
教
倫

理
と
し
て
の
勤
勉
・
節
約
・
質
素
と
、
他
方
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
経

済
的
発
展
と
と
も
に
必
然
的
に
生
ま
れ
た
奢
侈
問
題
と
が
、
対
立

す
る
形
で
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
現
実
の
経
済
の
姿
と
、
あ
る
べ
き

道
徳
の
理
想
像
と
の
対
立
・
矛
盾
が
正
面
衝
突
す
る
と
い
う
複
雑

な
事
情
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
、
奢
侈
や
贅
沢
に
対
す
る

是
非
、
賛
否
は
、
単
に
道
徳
的
観
点
か
ら
ば
か
り
議
論
さ
れ
た
わ

け
で
は
決
し
て
な
い
。
他
方
で
は
、
少
数
派
で
あ
る
が
一
部
の
論

者
の
間
で
は
、
経
済
的
観
点
か
ら
の
奢
侈
の
弁
護
・
擁
護
つ
ま
り

奢
侈
の
経
済
的
効
用
の
議
論
も
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
経
済
的
観

点
か
ら
の
奢
侈
弁
護
は
、
早
く
も
一
五
九
八
年
に
ラ
フ
ェ
マ
ス
の

著
作
の
中
に
見
い
出
さ
れ
る
。
国
内
生
産
を
刺
激
す
る
奢
侈
品
や

贅
沢
品
へ
の
支
出
は
、
好
ま
し
い
と
し
て
是
認
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
雇
用
の
視
点
か
ら
、
奢
侈
的
支
出
は
貧
困
な
大
勢
の

人
々
を
雇
用
す
る
と
い
う
理
由
で
有
益
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
た
と
え
ば
ジ
ャ
ン
・
ポ
チ
エ
・
ド
・
エ
ス
ト
ロ
ワ
は
、
そ
の

著
作
の
中
で
「
流
行
は
無
益
な
支
出
の
原
因
と
な
る
け
れ
ど
も
、

も
し
金
持
ち
が
自
ら
の
富
を
こ
の
よ
う
に
減
ら
す
な
ら
ば
、
彼
ら

を
含
む
支
配
者
層
、
有
識
者
層
は
国
内
の
奢
侈
的
雰
囲
気
や
逸
楽

の
風
潮
を
矯
正
し
よ
う
と
、
前
に
も
述
べ
た
風
俗
改
革
協
会
を
設

立
し
社
会
の
倫
理
化
、
世
直
し
運
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
運
動
は
、
必
ず
し
も
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
聖
職
者
ヘ
ン
リ
ー
・
サ
ッ
シ
ュ
ベ
レ
ル
は
、
宗
教
界
の

支
持
を
得
て
行
わ
れ
た
道
徳
の
普
及
運
動
、
風
俗
の
刷
新
運
動
に

も
反
対
し
た
（
4
）
。
加
え
て
法
律
の
厳
格
な
実
施
に
よ
っ
て
悪
徳
を
排

除
し
て
、
美
徳
に
満
ち
溢
れ
た
イ
ギ
リ
ス
を
生
み
だ
す
だ
ろ
う
と

期
待
さ
れ
た
治
安
判
事
た
ち
の
中
に
も
、
反
対
者
が
あ
っ
た
。
結

果
的
に
は
、
こ
の
運
動
は
、
さ
ほ
ど
実
効
が
上
が
ら
ず
立
ち
消
え

と
な
っ
た
（
5
）
。

そ
の
失
敗
原
因
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
が
、

社
会
の
風
俗
の
刷
新
運
動
を
や
っ
て
も
実
効
が
上
が
ら
な
か
っ
た

根
本
的
な
理
由
は
、
い
わ
ば
時
代
の
経
済
的
要
請
と
言
っ
た
も
の

が
、
そ
の
背
後
に
横
た
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

奢
侈
や
贅
沢
を
悪
徳
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
、
と
り
わ
け
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
が
、
別
の
側
面
で
は
同
時
に
営
利
活
動
を

是
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
業
（
経
済
）
発
展
の
原
動
力
に
な

り
、
し
か
も
奢
侈
や
贅
沢
も
ま
た
当
時
の
経
済
状
況
の
下
で
は
、

商
業
（
経
済
）
発
展
に
寄
与
し
、
い
わ
ば
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
と
経

（
一
四
八
）
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生
命
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
交
易

・

・

と
い
う
大
き
な
全
体
を
た
え
ず

運
動
せ
し
め
る
（
9
）
」
と
。
ま
た
「
建
築
は
交
易

・

・

の
最
も
主
要
な
促
進

手
段
で
あ
る
。
そ
れ
は
食
や
衣
よ
り
も
ず
っ
と
多
数
の
職
人
と

人
々
を
雇
用
す
る
。
建
築
業
に
属
す
る
工
人
、
た
と
え
ば
煉
瓦
職

・

・

・

人・

、
大
工
、
左
官
な
ど
は
、
多
く
の
人
手
を
雇
用
す
る
。
煉
瓦
、

石
灰
、
タ
イ
ル

・

・

・

な
ど
の
よ
う
な
建
築
の
材
料
を
製
造
す
る
人
々
は
、

さ
ら
に
多
く
の
人
々
を
雇
用
す
る
。
さ
ら
に
家
具
職
人

・

・

・

・

、
白
ろ
う

・

・

・

細
工
師

・

・

・

な
ど
の
よ
う
な
、
家
屋
に
家
具
を
と
り
つ
け
る
人
々
を
加

え
る
と
、
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
無
数
で
あ
る
（
10
）
」
と
。

こ
れ
ら
の
議
論
は
ダ
ッ
ド
レ
ー
・
ノ
ー
ス
に
引
き
継
が
れ
、
彼

は
著
作
『
交
易
論
』
の
中
で
同
様
の
見
解
を
開
示
し
て
い
る
。

ノ
ー
ス
は
「
交
易
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
勤
勉
と
器
用
に

対
す
る
、
主
な
拍
車
は
、
人
々
の
途
方
も
な
く
大
き
い
欲
望
で
あ

る
（
11
）
」
と
述
べ
、
ま
た
「
あ
る
商
人
は
、
彼
の
隣
人
が
四
頭
立
て
の

馬
車
を
走
ら
せ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
た
だ
ち
に
全
力
を
あ
げ
て

同
様
の
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
活
動
し
始
め
る
。
そ
し
て
そ
の
た

め
に
往
々
貧
乏
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
虚
栄
心
を
満
た

そ
う
と
し
て
彼
が
示
す
異
常
な
傾
倒
は
、
彼
自
身
に
と
っ
て
は
、

無
駄
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
社
会
に
と
っ
て
は
利
益
に
な

る
（
12
）
」
と
言
っ
て
い
る
。

は
ま
た
同
時
に
、
多
く
の
貧
困
家
庭
を
扶
養
す
る
こ
と
は
確
実
で

あ
ろ
う
（
6
）
」
と
述
べ
て
い
る
。

い
っ
そ
う
体
系
的
な
奢
侈
弁
護
は
、
一
七
世
紀
後
半
、
ニ
コ
ラ

ス
・
バ
ー
ボ
ン
と
ダ
ッ
ド
レ
ー
・
ノ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
主
張
さ
れ

た
。
彼
ら
は
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
奢
侈
品
で
あ
っ
て
も
、
あ
る

状
況
の
下
で
は
、
こ
れ
ら
へ
の
支
出
を
禁
止
す
べ
き
で
は
な
い
と

力
説
し
た
。
ま
た
彼
ら
は
、
家
庭
経
済
と
国
家
経
済
と
は
本
質
的

に
異
な
る
こ
と
を
強
調
し
、
個
人
や
家
庭
が
奢
侈
品
を
節
度
な
く

購
入
す
れ
ば
破
産
す
る
が
、
国
家
経
済
の
場
合
、
同
様
の
こ
と
は

妥
当
し
な
い
と
考
え
て
い
た
。

一
六
九
〇
年
に
は
、
バ
ー
ボ
ン
は
『
交
易
論
』
の
中
で
奢
侈
禁

止
法
に
関
す
る
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
勧
告
に
反
対
を
唱
え
、「
倹

約
は
人
間
に
は
妥
当
す
る
が
、
国
家
に
は
妥
当
し
な
い
（
7
）
」
と
か
、

「
浪
費
は
人
間
に
と
っ
て
有
害
な
悪
徳
で
あ
る
が
、
交
易
に
と
っ

て
は
そ
う
で
は
な
い
（
8
）
」
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
続
け
て
バ
ー
ボ
ン

は
、
流
行
の
変
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
交
易
と
か
、
建
築

に
費
や
す
富
者
の
浪
費
に
よ
っ
て
、
社
会
の
誰
も
が
利
益
を
受
け

る
と
主
張
す
る
。

彼
が
言
う
に
は
「
流
行
す
な
わ
ち
衣
装
の
変
化
は
、
交
易
を
大

い
に
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
交
易
・

・

の
精
神
で
あ
り

（
一
四
九
）
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こ
れ
は
商
売
を
動
か
す
車
輪
に
な
っ
た
（
16
）
。」

と
結
ん
で
い
る
。

こ
こ
に
は
、
富
者
の
奢
侈
的
支
出
が
貧
者
を
雇
用
す
る
、
ま
た

虚
栄
心
に
よ
る
奢
侈
品
や
贅
沢
品
、
新
奇
な
商
品
の
追
求
は
経
済

を
活
発
に
す
る
と
言
う
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
主
張
が
示
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
聖
職
者
を
そ
の
一
角
に
含
む
支
配
階
級
や
テ
ン
プ
ル
な
ど

に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
倹
約
の
効
果
は
、
経
済
の
沈
滞
を
招
き
不

幸
を
も
た
ら
す
と
主
張
し
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
は
以
下
の
よ
う
に
言

う
。
も
し
人
々
が
着
物
一
式
し
か
持
た
ず
、
あ
る
い
は
古
い
住
宅

が
十
分
に
役
立
っ
て
い
る
限
り
新
し
い
豪
華
な
邸
宅
を
建
て
な
い

と
す
れ
ば
、「
石
工
や
大
工
や
レ
ン
ガ
職
人
な
ど
の
四
分
の
三
は
、

仕
事
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
建
築
業
が
ひ
と
た
び
破
壊
す
れ
ば
、

…
…
奢
侈
に
貢
献
し
て
い
る
絵
か
き
業
や
彫
刻
業

・

・

・

や
そ
の
ほ
か
の

技
芸
は
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
（
17
）
」
と
言
い
、
さ
ら
に
続
け
て

「
節
約
・

・

と
呼
ぶ
者
も
い
る
こ
の
慎
重
な
節
用
が
、
個
人
の
家
庭
で

は
財
産
を
殖
や
す
一
番
確
実
な
方
法
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
る

国
が
不
毛
で
あ
ろ
う
と
多
産
で
あ
ろ
う
と
、
同
じ
方
法
が
全
体
的

に
取
ら
れ
る
な
ら
ば
、
国
家
全
体
に
も
同
じ
効
果
を
も
た
ら
す
だ

ろ
う
、
と
あ
る
人
々
は
考
え
て
い
る
。
…
…
こ
れ
は
誤
り
だ
と
私

は
思
う
（
18
）
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
引
用
文
に
は
、
人
間
の
も
つ
競
争
心
や
虚
栄
心
は
、
人
間

に
奢
侈
品
や
贅
沢
品
を
要
求
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が
社
会
に
と
っ
て

利
益
に
な
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ノ
ー
ス
は
「
奢
侈
禁

止
法
を
有
す
る
国
々
は
、
一
般
に
貧
し
い
（
13
）
」
こ
と
に
注
目
し
、

バ
ー
ボ
ン
と
同
様
、
彼
は
個
人
や
家
族
を
富
ま
す
手
段
と
国
家
を

富
ま
す
手
段
と
の
相
違
を
認
め
て
い
る
。

バ
ー
ボ
ン
や
ノ
ー
ス
の
議
論
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ン
デ
ヴ
ィ

ル
に
継
承
さ
れ
、
奢
侈
弁
護
論
は
彼
の
著
作
『
蜂
の
寓
話
（
14
）
』
の
出

版
に
よ
っ
て
頂
点
に
達
し
た
。
本
書
に
お
い
て
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
は

「
蜜
蜂
ど
も
は
人
間
な
み
の
生
活
を
し
、
小
規
模
な
が
ら
人
間
の

行
為
と
そ
っ
く
り
（
15
）
」
と
前
置
き
し
て
、
蜜
蜂
の
社
会
を
借
り
て
当

時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
風
刺
す
る
の
が
自
分
の
意
図
で
あ
る
こ
と

を
断
っ
た
う
え
で
、

「
奢
侈
は
貧
乏
人
を
百
万
も
雇
い

い
と
わ
し
い
自
負
は
も
う
百
万
雇
っ
た
。

羨
望
そ
の
も
の
や
虚
栄
は

精
励
の
召
使
い
で
あ
っ
た
。

彼
ら
お
気
に
入
り
の
愚
か
さ
は

あ
の
奇
妙
で
ば
か
げ
た
悪
徳
の

食
べ
物
や
家
具
や
衣
服
の
気
ま
ぐ
れ
で

（
一
五
〇
）
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Ibid, p. 25.

邦
訳
、
二
一
頁
。

（
17
） 

Ibid, p. 223.

邦
訳
、
二
〇
四
頁
。

（
18
） 

Ibid, p. 182.

邦
訳
、
一
六
七
頁
。

（
19
） 

Ibid, p. 206.

邦
訳
、
一
八
八
頁
。

ま
た
虚
栄
心
、
競
争
心
、
高
慢
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
珍

奇
な
財
貨
、
奢
侈
品
の
追
求
は
、
経
済
全
体
に
よ
り
よ
い
影
響
を

お
よ
ぼ
す
と
言
う
。
そ
れ
は
人
々
の
勤
労
意
欲
を
刺
激
す
る
。
奢

侈
品
や
贅
沢
品
を
所
有
す
る
こ
と
で
隣
人
に
追
い
つ
こ
う
と
し
た

り
、
優
越
し
よ
う
と
す
る
欲
求
は
、
人
間
に
「
生
来
の
無
垢
や
愚

鈍
（
19
）
」
か
ら
目
を
さ
ま
さ
せ
る
最
も
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と

ま
で
言
う
。

（
1
） T

hom
as. A

. H
orne, op. cit, p. 1.

邦
訳
、
一
頁
。

（
2
） 

天
川
潤
次
郎
「
デ
フ
ォ
ー
の
奢
侈
論
」『
経
済
学
論
究
』、
第

一
七
巻
第
二
号
、
関
西
学
院
大
学
経
済
研
究
会
、
七
三
│
四
頁
。

（
3
） 

た
と
え
ば
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｗ
・
マ
ー
カ
ム
ソ
ン
『
英
国
社
会

の
民
衆
娯
楽
』（
川
島
昭
夫
他
訳
）、
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
、
第

一
章
を
参
照
。

（
4
） T

hom
as. A

. H
orne, op. cit, p. 4.

邦
訳
、
五
頁
。

（
5
） 

Ibid, p. 4.

邦
訳
、
五
頁
。

（
6
） 

Ibid, p. 57.

邦
訳
、
八
三
頁
。

（
7
） N

icolas B
arbon, A

 D
iscou

rse of T
ra

d
e, 1690, A

 
R
eprint of E

conom
ic T
racts, edited by Jacob. H

. H
ollander, 

1903, p. 11.

バ
ー
ボ
ン
／
ノ
ー
ス
『
交
易
論
』（
久
保
芳
和
訳
）、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
一
一
│
二
頁
。

（
8
） 

Ibid, p. 32.

邦
訳
、
四
五
頁
。

（
一
五
一
）
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二
〇

人
々
は
競
っ
て
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
新
奇
な
商

品
や
奢
侈
品
を
購
入
し
、
そ
れ
ら
の
商
品
の
使
用
を
誇
示
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
興
行
と
し
て
闘
鶏
、
熊
い
じ
め
な
ど
が
流
行
し
、

ま
た
各
種
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
歓
楽
場
が
完
備
し
、
舞
踏
会
が
夜
毎

に
開
か
れ
、
賭
博
な
ど
が
世
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
社
会
状
況
の
中
で
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
世
間
の
逸
楽
と
奢
侈
の
風
潮
に
対
す
る

是
非
に
つ
い
て
の
議
論
が
沸
騰
し
た
。

議
論
は
道
徳
的
観
点
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
観
点
か
ら
も
な
さ

れ
た
。
道
徳
的
観
点
か
ら
の
批
判
は
、
主
と
し
て
聖
職
者
を
含
む

支
配
者
層
の
間
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
、
奢
侈
は
キ
リ
ス
ト
教
の

美
徳
お
よ
び
古
代
共
和
制
以
来
の
美
徳
で
あ
っ
た
勤
勉
・
節
約
・

質
素
に
対
立
し
、
道
徳
や
風
俗
を
腐
敗
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
た
。

他
方
に
お
け
る
経
済
的
観
点
か
ら
は
、
奢
侈
と
い
う
消
費
が
生
み

だ
す
有
効
需
要
を
盾
に
、
奢
侈
の
経
済
的
効
用
を
論
じ
、
国
内
産

業
育
成
と
雇
用
に
対
す
る
奢
侈
の
効
用
を
説
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
奢
侈
に
対
す
る
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
宮
廷
や
貴
族
と
い
っ
た
社
会
の
上
流
階
級
の
人
々
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
大
衆
、
労
働
者
の
間
に
も
奢
侈

的
支
出
あ
る
い
は
衒
示
的
消
費
と
い
っ
た
消
費
ブ
ー
ム
、
奢
侈

五　

結
び
に
か
え
て

一
六
六
〇
年
頃
か
ら
一
七
六
〇
年
頃
ま
で
の
期
間
は
、
イ
ギ
リ

ス
に
と
っ
て
商
業
革
命
の
時
代
で
あ
り
、
こ
の
革
命
に
よ
っ
て
輸

入
品
目
も
新
大
陸
や
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
の
茶
、
タ
バ

コ
、
砂
糖
、
綿
製
品
な
ど
の
再
輸
出
品
を
含
む
目
新
し
い
商
品
や

物
産
に
様
変
わ
り
を
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
消
費

生
活
の
変
革
を
も
た
ら
し
、
新
し
い
消
費
習
慣
を
中
心
と
す
る
生

活
様
式
の
変
革
、
す
な
わ
ち
生
活
革
命
（
1
）
と
呼
ば
れ
る
現
象
を
生
み

だ
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
し
い
消
費
習
慣
に
よ
る
奢
侈
と
逸
楽
の
現
象
の
真
只
中
に

あ
っ
て
、
人
々
の
生
活
態
度
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
虚
栄
や

流
行
を
追
う
風
潮
が
生
じ
て
く
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
構
造
は
、

と
り
わ
け
密
接
な
結
び
つ
き
を
そ
の
特
徴
と
し
、
そ
の
結
果
、
各

階
層
は
、
す
ぐ
上
位
の
階
層
の
行
動
様
式
や
生
活
態
度
を
模
倣
し
、

機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
仲
間
入
り
を
し
よ
う
と
チ
ャ
ン
ス
を
待
ち
受

け
て
い
た
。
パ
ー
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
社
会

は
「
二
、
三
の
階
級
か
ら
な
る
階
級
社
会
と
い
っ
た
も
の
か
ら
は

程
遠
く
、
数
十
に
も
の
ぼ
る
階
級
の
積
み
重
ね
で
あ
っ
た
（
2
）
」
と
言

う
。

（
一
五
二
）



商
業
革
命
か
ら
生
活
革
命
へ
（
山
口
）

二
一

奢
侈
ブ
ー
ム
、
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
一
種
の
大
量
消
費
、

大
衆
消
費
の
時
代
が
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
訪
れ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
5
）
。
そ
れ
に
加
え
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の

大
量
且
つ
旺
盛
な
消
費
は
、
隣
国
フ
ラ
ン
ス
の
二
倍
に
上
る
高
賃

金
に
裏
づ
け
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
大
衆
、
労
働
者
の
生
活
水

準
の
上
昇
に
そ
の
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
6
）
。

（
1
） 

そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
で
こ
の
よ
う
な
生
活
革
命
が
成
立
し
た

背
景
に
は
、
す
で
に
一
七
世
紀
初
頭
に
「
奢
侈
禁
止
法
」
と
総
称

さ
れ
た
法
体
系
が
、
世
界
で
最
初
に
全
廃
さ
れ
、
身
分
に
よ
る
消

費
生
活
へ
の
法
的
規
制
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

人
は
身
分
に
よ
っ
て
生
活
を
規
制
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
な
生
活
を
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
判
断
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
時
の
内

戦
に
よ
っ
て
、
階
級
秩
序
そ
の
も
の
も
か
な
り
動
揺
し
た
か
ら
、

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
か
ら
来
た
新
奇
な
商
品
を
ベ
ー
ス
と
す
る
新

し
い
生
活
様
式
が
、
い
わ
ば
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
そ
の
も
の

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
全
国
民
に
よ
る
消
費
競
争
が

始
ま
り
、
全
国
・
全
階
層
を
包
括
す
る
国
内
市
場
が
成
立
し
た
。

近
代
的
な
意
味
で
の
「
流
行
」
も
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
消

費
が
経
済
を
引
っ
ぱ
る
条
件
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。（
川
北
稔

ブ
ー
ム
、
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
の
時
期
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
の
ち

の
産
業
革
命
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
加
え
て
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
大
衆
の
消
費
意
欲

を
助
長
し
た
も
の
と
し
て
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
が
力
説
し
た
よ
う
に
、

各
階
層
の
人
々
の
間
に
は
、
す
ぐ
上
位
の
階
層
の
行
動
様
式
や
生

活
態
度
を
模
倣
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
仲
間
入
り
を
し
よ
う
と

い
う
虚
栄
や
優
越
願
望
に
基
づ
く
社
会
的
競
争
が
、
や
が
て
産
業

革
命
の
重
要
な
社
会
的
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時

期
、
労
働
の
基
本
的
動
機
が
変
化
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
（
3
）
。
労
働
の
基
本
的
動
機
を
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
精
神

に
求
め
よ
う
と
す
る
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
な
見
解
は
、
産

業
革
命
の
前
提
と
な
っ
た
消
費
や
需
要
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
を

説
明
し
え
な
い
と
言
う
難
点
が
残
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
上
、

経
済
成
長
の
要
因
を
も
っ
ぱ
ら
消
費
や
需
要
に
求
め
る
こ
と
は
誤

り
だ
と
し
て
も
、
逆
に
、
そ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
生
産
の
要
因
に
帰
す

る
こ
と
も
一
面
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
（
4
）
。

産
業
革
命
が
世
界
に
先
駆
け
て
イ
ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
一
つ
の

大
き
な
理
由
と
し
て
、
商
業
革
命
を
背
景
に
起
こ
っ
た
経
済
変
化

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
生
活

革
命
と
呼
ば
れ
る
現
象
を
生
み
だ
し
、
そ
の
結
果
、
消
費
ブ
ー
ム
、

（
一
五
三
）
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二
二

『
イ
ギ
リ
ス
繁
栄
の
あ
と
さ
き
』、（
前
出
）、
一
四
一
│
四
頁
を
参

照
。）

（
2
） H

. J. P
erkin, “T

he Social C
auses of the B

ritish Industrial 
R
evolation ”, in T

ra
n

sa
ction

s of th
e R

oya
l H

istorica
l 

S
ociety, vol. 18, 1968, p. 129.

（
3
） 

井
上
和
雄
『
資
本
主
義
と
人
間
ら
し
さ
』、
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
八
八
年
、
三
〇
〇
│
三
頁
を
参
照
。

（
4
） 

川
北
稔
『
イ
ギ
リ
ス
繁
栄
の
あ
と
さ
き
』、（
前
出
）、
八
四
│

五
頁
。

（
5
） 

角
山
栄
・
村
岡
健
次
・
川
北
稔
、
前
掲
書
、
六
八
│
七
五
頁
。

（
6
） 

Ｄ
・
Ｓ
・
ラ
ン
デ
ス
、
前
掲
書
、
二
六
一
頁
。

（
一
五
四
）
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